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１．本研究の経緯
　本研究は，幼小連携研究の歴史を持つ広島大学附属
三原幼稚園（以下，幼稚園）及び広島大学附属三原小
学校（以下，小学校）での実践を事例として，幼稚園

（３歳から５歳）と小学校低学年（第１学年から第２
学年）の教育内容を子どもの経験の蓄積という観点か
ら見直し，子どもの経験が階層的に生かされるカリ
キュラムとして提案することを目的とする。
　第１年次は，園児・児童の実態観察・ビデオ分析を
通して，めざす子ども像を設定し，その姿に迫るため
に，小学校第１・２学年に新教科「発見」科（以下，
発見科）と「表現」科（以下，表現科）を設置し，単
元開発及びカリキュラム試案を作成した。発見科は認
識の基礎を，表現科は表現力の育成を目的としている。
　第２年次は，カリキュラム試案に基づいて保育・授
業を実践し，同一題材や関連した内容について，発達
段階に応じた活動・単元開発を行った。
　第３年次は，保育・授業を実践する中でカリキュラ
ムの修正を行うとともに，発見科・表現科を設置した
ことによる子どもたちの変容の調査・分析を行った。
　第４年次は，幼稚園年長の園児が一層「感じたりイ
メージしたり発見したり考えたりする経験」が積める
ように，発見科と表現科の両者の視点で保育を行う「発
見・表現の時間」を新設した。そして，園児の実態を
踏まえるとともに，小学校発見科・表現科と関連づけ
て目標を設定し，３本の新しい活動開発を行った。
　第５年次は，「発見・表現の時間」と発見科及び表
現科の目標や内容の系統を整理するとともに，「発見・
表現の時間」の活動内容の開発を行った。
　第６年次にあたる本年度は，「発見・表現の時間」
を設置したことの効果について，第５年次に集積した
子どもたちのエピソードをもとに分析した結果を考察

し，その成果と課題を示す。

２．「発見・表現の時間」の目標と内容
２．１　目標
　年長児の実態や発見科及び表現科との関連を考え，

「発見・表現の時間」の目標を次のように設定した。

２．２　活動内容の柱
　日々の活動を「発見・表現の時間」の目標の観点か
ら見つめなおし，４つの活動の柱を設定した。

「さがそう・遊ぼう・育ててみよう」
　身近な自然事象との直接体験の中で，特に小動物へ
のかかわりに重点を置く。

「見てみて・触って・食べてみよう」
　身近な自然事象との直接体験の中で，特に植物への
かかわりに重点を置く。

「作って・創って・大変身」
　この柱は，自分たちの思いやイメージしたことを表
していく製作活動と，踊りや劇，身体表現などを創り
出す活動の二つに分かれている。製作活動では，様々
な素材とふれあいながら，イメージしたことや課題に
なっていることを，試行錯誤して表すことやイメージ
したことを友達と伝え合ったり見合ったりし，良いと
ころを生かして製作することに重点を置く。踊りや劇，
身体表現などを創り出す活動では，身近なものや人と
かかわり，様々な刺激を受けて感じたことからイメー
ジを膨らませ，自分たちがイメージしたものになって
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身近な自然やものや人に積極的にかかわる中で，
様々な感覚をはたらかせて，発見したことや考え
たこと・感じたことやイメージしたことを，表し
たり発展させたりする力を養う。
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いくよう踊りや劇，身体表現などで工夫しながら表す
ことに重点を置く。

「やってみよう○○を！　なってみよう○○に！」
　自分たちがなりたい○○（例：お店屋さん・大工さ
ん）になるため，それらに関係した気づきや発見をごっ
こ遊びに取り入れることと，なりたい○○をより本物

らしくするために試行錯誤し，工夫して表すことにも
重点を置く。

３．年間の活動の概要
　第５年次（2007年度）の「発見・表現の時間」の年
間の活動の概要を表１に示す。

表１　「発見・表現の時間」　年間の活動の概要（2007年度版）
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４．「発見・表現の時間」を設置したことの効果
　幼稚園年長児に「発見・表現の時間」を設置した効
果を明らかにするために，エピソード評価を行った。
具体的には次の通りである。

４．１　評価の方法
　保育者が保育を振り返った際に印象に残っているエ
ピソードを集積していき，1年間でどのように子ども
の姿が変容しているかの分析を行った。分析の方法と
しては，エピソードを分解してＫＪ法で分けていき，
それぞれのカテゴリーごとの変容を明らかにすること
を行った。なお，エピソードを集積する際に，発見・
表現の視点に焦点化したものに限定すると，保育者の
意図に偏ってしまいがちになり，子どものありのまま
の変容の姿が反映しづらいので，あくまでも保育者が
保育全般の中で心に残ったエピソードを集積していく
ことを配慮した。また，エピソードの後に保育者のコ
メントを付け加えることで，保育者の印象に残ったそ
の要因を明確にし，エピソードをカテゴリーごとに分
けやすいようにした。
　エピソード集積は，春（2007年４月～５月）と秋・
冬（2007年10月～ 2008年２月）の年２回行った。

４．２　エピソードの具体例
　具体的にどのようなエピソードを集積していったの
か，春のものと秋・冬のものを１例ずつあげる。
４月11日

＜コメント＞
　新しい環境にも少しずつ慣れ，年長児として頑張っ

ている姿も見られていたが，一方で気の合う友達と楽
しく過ごすというひとときを感じて欲しいと願う。し
たがって，狭い空間に一緒にいるという親近感をしっ
かりと感じて欲しいと願い，保育者がこのようにかか
わっていった。このような積み上げがのびのびと自分
の思いを出しながら遊ぶ楽しさを味わっていくことに
つながっていくと考える。
11月８日

＜コメント＞
　Ｂ男はバッタはすでに最近いなくなっていることに
気づいていて，そのことを照れながらも言葉をかみく
だいてもも組さんに分かるように具体的に話してい
る。Ｅ男はいないかもしれないバッタをあきらめずに
探すという行動を起こしている。捕まえたバッタを握
りすぎるくらい握っていたというその姿に，もも組さ
んのために何とかしようという強い気持ちが見られ
た。相手のために何かしようとする時に，“相手のた
めに”という気持ちがあるということとともに，どこ
を探せばバッタがいるかということが分かる体験をも
ちあわせているということも必要だということを感じ
た。

４．３　「発見・表現の時間」を設定した効果
　４．２で記述したようなエピソードの1年間の集積を
カテゴリー別にまとめたものが，表２である。表２で
は，カテゴリーごとに分類されたエピソードの一部を
示している。また，図１では，カテゴリー別エピソー
ドの割合の変化を示している。
　エピソード評価の結果，図１に示されるように次の
ような点で「発見・表現の時間」を設定した効果が見
られた。
・春頃は発見・表現を促す保育者の存在が必要であっ

　保育者が積み木の部屋に入ったちょうどその時，
Ｇ男・Ｋ男・Ｌ男・Ｄ男・ｊ女・ｍ女がおばけや
しきの中に入り込んで姿が見えない状態で，中で
おしゃべりをしている声が聞こえてくる。保育者
は「あれえ，さっきまできく組さんが遊んでいた
はずなのに，どこへ行ったんだろう？」と声を出
してみる。すると，子どもたちの声がピタッとと
まる。さらに，保育者は「おかしいなあ，子ども
たちはどこへ行ったんだろう？」と声を出しなが
ら，積み木の部屋を探し始める。すると，「うわあ
～っ！！」と言いながら，おばけやしきのドアか
ら一人ずつが保育者を驚かそうと出てくる。保育
者も「うわあ～！！　びっくりしたあ！！　こん
な所にいたの？　みんなの姿が見えなかったから
誰もいないかと思ったよ。ああ，本当のおばけか
と思ってびっくりしたあ」と言っていると，子ど
もたちは満面の笑みで得意げな表情をする。

　もも組（年少組）の園児がバッタがつかまえた
いのに，探してもいないと泣いている。年長児に
尋ねたらバッタのことが分かるかもしれないとい
うことで，年長児に「バッタはおりますか？」と
尋ねにくる。Ｂ男は「う～ん。でもねえ，今は秋じゃ
けえバッタはおらんかもしれんよ。夏じゃったら
バッタもチョウもおるかもしれんけど，秋はチョ
ウしかおらんよ」とちょっぴり照れくさいのか，
もも組さんからは視線をはずしてはいるが，いろ
いろと考えながら話してくれる。それでももも組
さんがあきらめきれずに探していると，今度はE男
が一生懸命探してくれる。その結果，本当にバッ
タを捕まえ，「ちょっと握りすぎたから，弱っとる
かもしれん」と言いながら，もも組さんに渡す。
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たが，秋冬には子どもたちが自発的に発見・表現を
しようとする態度が多く見られるようになってき
た。

・「興味から追究」「試行錯誤しながら表現」「表現が
表現に発展」などの項目が秋・冬には増えてきた。

表２　カテゴリーごとに分類したエピソード一覧（一部掲載）

カテゴリー 時期 エピソード例

１ 注意深く見ること
で発見

春 ・虫眼鏡でアスパラガスを観察したときに、アスパラガスの先っぽはつぶつぶがいっぱいつ
いていることを発見した（４/19）

・飼っているザリガニと図鑑を見て、ザリガニははさみが小さいほうがメスだということを
何気なくつぶやいた（４/26）

秋・冬 ・レタスのプランターに貼るための絵を描いたとき、うさぎの口がＹの字のようになってい
たことに観察して気付き、絵に描いた（11/ ５）

・何かを発見しようと意気込んで、保育者を手伝って落ち葉を集めていたとき、同じ形で、
同じ葉っぱなのに色が違うということを保育者に知らせた（11/ ８）

２ 保育者の言葉がけ
から発見・表現

春 ・保育者の言葉がけから、茎や枝が伸びきったアスパラガスも同じアスパラガスであるとい
うことに気付いた（４/18）

・「本当は苗に何がなるのかなぁ」という保育者の言葉がけにより、絵を描いて、絵の話を話
しながら思いを表現した（５/25）

３ クラスの話し合い
の中で表現・発見

春 ・はさみの大きさがオスとメスで違うということをみんなの前で保育者が話すと、図鑑をよ
く見ていた子がザリガニのオスメスに関わらずしっぽの大きさは一緒ということを言った

（４/26）
・苗に花が咲いたことを保育者がみんなに紹介したことで、子どもたちが考え、想像しながら、

トマトやピーマン、きゅうり、すいかができたらいいなと話した（５/24）
４ 自然に積極的に関

わる
春 ・ヤエムグラが服などにくっつくことを教えてもらい、そうっと触ってみて感触を楽しんだ

り、くっつけて逃げることを楽しみながら、ヤエムグラの草が服やエプロンにくっつくこ
とを発見し、感動の声をあげる（５/ ２）

秋・冬 ・「どんぐり」の絵本を読み、どんぐりが落ちている公園に行ったとき、絵本を見ながらどん
ぐりの木の葉の形を調べていた（10/22）

５ 興味から追究 春 ・アスパラガスの下はどうなっているのかという疑問から、手やスコップで掘ってみて、ア
スパラガスの根は白く多いということを発見した（４/18）

秋・冬 ・「どんぐり」の絵本を読み、どんぐりが落ちている公園に行ったとき、土の下にどんぐりが
埋まっているかもしれないので掘って確かめた（10/22）

・砂場でコマを回したとき、軸の回転により砂に穴があいたことを発見した（２/14）
６ 材 料 を も と に 発

見・表現
春 ・神明さんごっこで、かき氷に見立てておはながみを丸めて紙コップに入れ、スプーンをさ

して作り、おはながみの色によって味の違いを表した（４/12）
秋・冬 ・大小のダンボールの太鼓をたたいたことで、ダンボールの大きさによって音の大きさが違

うということに気付いた（11/12）
・エルマーの冒険のどうぶつ島の地図の壁面工作に取り組んでいたとき、ヨーグルトカップ

で家をつくり、綿棒とモールで煙のモクモクとした形を作った（11/26）
７ 保育者・親に見て

もらいたい
春 ・城跡公園へ行き、堀の亀や鯉、鴨などを見ていたとき、鴨のきれいさに気づき、早く見せ

たくて保育者の手を引き、鴨を指差した（５/ ８）
８ 試行錯誤しながら

表現
秋・冬 ・写真を見て気に入ったため、試行錯誤しながら木のブランコを作った（11/14）

・エルマーの冒険のどうぶつ島の地図の壁面工作に取り組んでいたとき、みんなと別の作り
方でトラを作り、厚紙で体をガチャの容器で顔を作って、立たせようとしていた（11/26）

９ 問題を解決しよう
とする

春 ・神明さんごっこで、ジュースのふたを作りたいと考えていると、ｇ女がアイデアを出し、
おはながみをコップにかぶせて作った（４/12）

秋・冬 ・本物の小太鼓と比べてダンボールの太鼓の音が小さかったとき、そばにいたｆ女の発言か
ら、大きめのアルミ缶のほうがダンボールよりも大きい音がすることを発見した（11/21）

・ビー玉がビー玉転がしをうまく転がらなかったとき、はみ出るところに板を置く（11/26）
10 考えて行動・友達

や年下への配慮
春 ・ウサギの穴を掘るには土が固くて、時間も労力もかかってしまうとき、ウサギの穴を掘る

には水を入れて土を柔らかくすればいいということを２人の女児がみんなに教えた�（４/20）
秋・冬 ・保育者が大まかな言葉がけをしただけでその場を離れたにも関わらず、年少・年中が先に

焼き芋をもらえるように焼いもをもらうコーナーを作って、声をかけて並ばせていた
（11/19）

11 表現が表現に発展 秋・冬 ・せみ型飛行機を様々な大きさや厚さの紙で折って遊んだとき、小さい折り紙でも飛行機を
作り合体させ、名前をつけて、合体した飛行機を作った（10/11）
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５．成果と課題
　以上のように年間を通して「発見・表現の時間」の
実践を進め，評価を行うことで次のような成果と課題
が見られた。
・子どもたちの実態から年長児に「発見・表現の時間」

を設置した結果，４．３で述べたような効果が見ら
れたたことが何よりも大きな成果であった。

・また今回は，「発見・表現の時間」の効果を見るた
めのエピソード評価を行ったことにより，11のカテ
ゴリーが明らかになり，それを発見したり表現した
りする子どもの姿を細かく見取るための視点として
も生かすことができた。カテゴリーごとの変容を明
らかにすることで，年間の子どもの育ちの見通しを
もつことができるようになった。具体的には，春の
時期には子どもたちが発見したり表現したりしたこ
とにしっかりと共感したり認めたりすることが，秋
から冬にかけての，子どもたちが自発的に発見した
り表現したりする子どもの姿につながっていくこと
が明らかになってきた。そのことで，本年度は，１
年間の子どもたちの成長を見通し，その時期に大切
にすべき視点に着目しながら，その時期にふさわし
い保育計画を考えたり環境構成を整えたりすること
ができるようになってきた。

・今回は幼稚園年長児の「発見・表現の時間」に着目
して評価を行ったが，そもそも本部会は子どもの経
験を階層的に生かす幼小連携カリキュラム開発を
テーマに掲げて研究を進めてきている。「子どもの
経験を階層的に生かす」とは，子どもが発達的に適
した体験，その時期に必要な体験を積み上げること
であり，それが経験として後の学習に活用されるよ
うにすることである。研究を進める中で「発見・表
現の時間」と「発見科」「表現科」の目標内容の系
統化を図りながら，年長児で子どもの状況に応じて
実践を積み重ねていったことが，小学校の「発見科」

「表現科」につながっていくととらえている。
・今後の課題としては，「発見・表現の時間」と「発

見科」「表現科」それぞれの経験が階層的に生かさ
れるように，子どもたちの実態に応じながら具体的
内容の系統化を一層明らかにしていきたい。

・幼小の教員で話し合う中で，例えば年長児で見られ
た「自発的に発見・表現しようとする態度」につい
ては，小学校においても同様に必要なことであると
いうことを確認し合うことができた。そのような意
味では，子ども自身が活動を展開していく保育・授
業づくりを今後もめざしていきたい。

図１　カテゴリー別エピソードの割合の変化
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